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金銀の 

産出量低下 

由比正雪らによる倒幕計画 

物価上昇に 

よる支出増加 

幕府政治 

≪[a.            ]の展開（家康～家光/17C初～17C半）≫ 

・ 幕藩体制の確立 

 ・大名の改易・減封による牢人の増加 

  ・かぶき者の横行（戦国の遺風の残存） 

≪4代将軍[b.          ]（17C 半～17C 後半）≫   [c.        ]の変（1651） 

・会津藩主[d.             ]の補佐 

・[d.               ]への転換 

① [e.                 ]（1651）：牢人増加の防止 

② [f.           ]（1663）：忠誠対象を主人から主家へ 

・[g.        ]の大火（1657） 

≪5代将軍[h.             ]（17C 後半～18C 初）：元禄時代≫      

・[i.           ]政治の展開               

  大老堀田正俊暗殺後、[j.             ]を登用     

・文治政治の展開 

 ① 武家諸法度の発布（k.          ） 

  「文武弓馬」→「l.              」へ改訂 

  ② 儒学の振興 

   [m.         ]を大学頭に任命し、聖堂学問所を整備 

  ③ 生類憐れみの令:動物・弱者の保護 

  ④ 服忌令:喪に服す期間を制度化 

  ⑤ 寺社の造営                 幕府の財政赤字 

・[n.             ]の鋳造             

  ①勘定吟味役[o.            ]の提案 

  ② 慶長小判より金の含有率を減少 

  ③ 出目を獲得 

≪6・7代将軍徳川[p.     ]・家継（18C 初）：[q.       ]の治≫ 

・側用人政治の継続 

  側用人：[r.             ]・侍講：[s.              ] 

・将軍権威の上昇 

  ① [t.                ]創設…新宮家の創設 

  ② 朝鮮通信使の待遇簡素化 

  国書の将軍の名称を「日本国大君殿下」から「日本国王」に変更 

・正徳小判の鋳造 

 金の含有率を慶長小判と同率まで上昇させた   

・[u.                    ]の制定（1715）  

  清：30隻・銀 6000貫 蘭：2隻・銀 3000貫 

   ⇒貿易額を制限して、金銀の流出を防ぐ 

 

 

経済 

本百姓体制の確立（小農経営） 

[v.        ]の飢饉（1641） 

  

   

・農業技術の発展 

（農具の改良・金肥の普及） 

・農書の普及（宮崎安貞『農業全書』） 

 

商品作物栽培の普及 

 

手工業の発達 

 

・全国的海上交通の整備 

（西廻り航路・東廻り航路） 

→大坂を中心とした全国的流通網 

・貨幣経済の発達 

→[w.       ]を中心に発展   

         元禄文化の成立 

 

   絹織物業の発展（西陣） 

生糸需要の増加 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

   

        

     

 

民衆の教化：生の尊重 

諸大名の農政の重視 

貨幣価値の下落 

社会の混乱 

 

物価の上昇 

金銀の海外流出 

生糸の国産化（18C 半～） 
生糸輸入量減少 
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金銀の 

産出量低下 

由比正雪らによる倒幕計画 

物価上昇に 

よる支出増加 

幕府政治 

≪[a. 武断政治   ]の展開（家康～家光/17C初～17C半）≫ 

・ 幕藩体制の確立 

 ・大名の改易・減封による牢人の増加 

  ・かぶき者の横行（戦国の遺風の残存） 

≪4代将軍[b. 徳川家綱 ]（17C 半～17C 後半）≫   [c. 慶安  ]の変（1651） 

・会津藩主[d. 保科正之  ]の補佐 

・[d.  文治政治   ]への転換 

① [e. 末期養子の禁緩和   ]（1651）：牢人増加の防止 

② [f. 殉死の禁止  ]（1663）：忠誠対象を主人から主家へ 

・[g. 明暦  ]の大火（1657） 

≪5代将軍[h. 徳川綱吉  ]（17C 後半～18C 初）：元禄時代≫      

・[i. 側用人  ]政治の展開               

  大老堀田正俊暗殺後、[j.  柳沢吉保   ]を登用     

・文治政治の展開 

 ① 武家諸法度の発布（k. 天和令  ） 

  「文武弓馬」→「l. 文武忠孝  」へ改訂 

  ② 儒学の振興 

   [m. 林信篤   ]を大学頭に任命し、聖堂学問所を整備 

  ③ 生類憐れみの令:動物・弱者の保護 

  ④ 服忌令:喪に服す期間を制度化 

  ⑤ 寺社の造営                 幕府の財政赤字 

・[n. 元禄小判    ]の鋳造             

  ①勘定吟味役[o. 荻原重秀   ]の提案 

  ② 慶長小判より金の含有率を減少 

  ③ 出目を獲得 

≪6・7代将軍徳川[p. 家宣  ]・家継（18C 初）：[q. 正徳  ]の治≫ 

・側用人政治の継続 

  側用人：[r. 間部詮房  ]・侍講：[s. 新井白石   ] 

・将軍権威の上昇 

  ① [t.  閑院宮家  ]創設…新宮家の創設 

  ② 朝鮮通信使の待遇簡素化 

  国書の将軍の名称を「日本国大君殿下」から「日本国王」に変更 

・正徳小判の鋳造 

 金の含有率を慶長小判と同率まで上昇させた   

・[u.  海舶互市新例      ]の制定（1715）  

  清：30隻・銀 6000貫 蘭：2隻・銀 3000貫 

   ⇒貿易額を制限して、金銀の流出を防ぐ 

 

 

経済 

本百姓体制の確立（小農経営） 

[v. 寛永  ]の飢饉（1641） 

  

   

・農業技術の発展 

（農具の改良・金肥の普及） 

・農書の普及（宮崎安貞『農業全書』） 

 

商品作物栽培の普及 

 

手工業の発達 

 

・全国的海上交通の整備 

（西廻り航路・東廻り航路） 

→大坂を中心とした全国的流通網 

・貨幣経済の発達 

→[w. 上方  ]を中心に発展   

         元禄文化の成立 

 

   絹織物業の発展（西陣） 

生糸需要の増加 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

   

        

     

  

民衆の教化：生の尊重 

諸大名の農政の重視 

貨幣価値の下落 

社会の混乱 

 

物価の上昇 

金銀の海外流出 

生糸の国産化（18C 半～） 
生糸輸入量減少 


